
第3回　あるぷすの家運営推進会議 作成

Ｈ29年9⽉22⽇（⾦）17：30〜18：30　 場所 あるぷすの家ホール

ＮＯ 項目 担当者 期限

（○は構成員様、■は事務局の発⾔）
１．本⽇の議事次第について
２．各構成員様のご紹介
３．事務局の紹介
４．運営推進会議について（⽬的）
５．あるぷすの家活動状況についての報告

（１）通所介護運営⽅針
（２）サービスの特⾊〜選択式機能訓練〜
（３）サービスの特⾊〜⾝体機能測定〜
（４）⾝体機能測定の内容（動画も⽤いて説明）
（５）⾝体機能測定の結果事例
○全体的な傾向はどうか？
■介護どの低い⽅で利⽤回数が多いほど機能が維持傾向になっている。
介護度が重い⽅については、体の調⼦など変動要素が⼤きいので
⼀⼈⼀⼈違うということになる。

○機能測定の結果について、家族にも報告をするのか？
■機能測定の後に担当ケアマネージャーや家族に考察を添えて報告している。
機能の向上を⽬指すにはもう少し負荷を上げていく必要性を感じている。

○本⼈が機能訓練のメニューを選べるというのが良いところだから本⼈が
負荷を上げたいと希望しなければなかなか難しいと感じる。

■意欲を引き出していくのが難しいと感じている。
（６）職員体制
○⼿元の資料で課⻑のところが違っている
■後から訂正させていただきました。⾮常勤兼務です。
（７）利⽤者様の状況
（８）設備投資の状況（バスリフト、送迎⾞）
（９）苦情受付・対応状況
（10）介護事故・ヒヤリハットの発⽣状況
（11）ボランティア受け⼊れ状況
（12）地域交流状況
（13）⾮常災害対策状況
（15）法令順守対策状況
（16）お客様満⾜度調査の結果概要

内　　　　　　　　　　　　　　容

会議名（議題） 係⻑
日　　･　　時

出  席  者

【構成員】ご利⽤者代表様、ご家族代表者様、岩脇町内会⻑様、⺠⽣児童委員様（⽋席）
　　　　　　　松園・緑が丘地域包括⽀援センター様、盛岡市介護保険課事業所指定係様
【あるぷすの家＝事務局】課⻑、係⻑、施設⻑・管理者、⽣活相談員
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６．各構成員様からのご評価・ご助⾔・ご意⾒等
（盛岡市介護保険課事業所指定係様）

○分かりやすくまとめられている
○18名定員で、延べ利⽤者数からすると15名程度で丁度いいという感想。
18名の時は何回ぐらいあるのか？

■多いときで2から3回程度です。
○その時はどうですか？
■スタッフが頑張ってくれています。
○18名定員で15名程度であれば結構利⽤されているという印象。
○（満⾜度調査から）利⽤者の⽅が期待しているのは機能訓練ということだが
それに特化という事ではないが⼒を⼊れてやっているのは宜しいのではないか

○市の⽅からアンケートや⾮常災害関係の通知を出している。
今後Ｊアラートに関する通知を出させてもらう予定。
⾮常災害対策に関してもしっかりとやられている様だ。

（ご家族の代表者様）
○88歳の⺟が利⽤しています。週３回通っている。去年と今年⼤きな怪我をした。
介護サービスに来ることで時間的な余裕が出来ありがたく思っている。
職員とも顔なじみで、安⼼して預けている。
本当は⽇曜⽇のデイサービスがあれば⾃分に都合があるときに助かる。
また他のデイサービスを探すとなれば本⼈が拒否してしまう。
ここだとありがたい。利⽤開始の際も拒否があった。
⽇曜⽇のデイサービス稼動を望んでいる。
歩⾏状態が良くなり介護度が少しでも軽くなるように望んでいる。
またお世話になりますので、よろしくお願いします。

（ご利⽤者の代表者様）
○⾃宅にいるよりも良い。みんなの顔を⾒れるのが良い。

（地域包括⽀援センター様）
○初めて参加させていただき、取り組み状況などお伺いした。
○満⾜度調査のところで機能訓練の充実が望まれていて
現在は選択式機能訓練に取り組んでいるということだが
何か新しい取り組みは考えているのか？

■現状は⾊々な状態の⽅に同じ機能訓練となっている。
それぞれの病気や機能の状態にあった機能訓練にむけて現在のものを発展
させていきたいと考えている。

○介護度が重くなるとどうしても⾃宅での⽣活が難しいのが現状だが
介護度４の⽅でも⾃宅で⽣活できているということがいい事だと感じた。
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（町内会⻑様）
○町内会の⽴場から2点お話させていただく。
○中学校の体験学習が17年⽬となったが、学校全体で取り組んでいるのは
この中学校だけであり、今後も継続していく。
昨年からあるぷすの家での体験学習も⾏っている。
⼦供たちも実体験として⾝近に⾼齢者と接する機会がないし、同居している
⼦供も少ない。今回のふれあい体験も⼦供たちにとって貴重な体験となった。
来⽉まとめの発表会があるので、その内容をフィードバックしたい。

○秋祭りの看板が飾られているが、何かそういった機会に太⿎を叩いたり⾳頭を
あげたりできればいいと考えるがどうか

■是⾮お願いしたいと思う。

■次回は3⽉の開催となります。お忙しい時節ではありますが、ご出席お願いします。
議事録につきましては、作成次第お⼿元にお届けいたします。
なお、ホームページにも匿名の状態で掲載いたしますのでよろしくお願いいたします。

（以上）
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